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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンハウジングと、コンプレッサバックプレートを付設したコンプレッサハウジン
グと、タービンとコンプレッサハウジングとの間に配置されるシャフトハウジングと、シ
ャフトハウジングを貫通して延び一端部にタービンハウジング内へ延びるタービンを有し
反対端部にコンプレッサハウジング内へ延びるコンプレッサを有するシャフトと、空洞部
内に配置されシャフトハウジングを貫通して延びるベアリング装置とを備え、ベアリング
装置はタービンと隣接するシャフトの周囲と同心に配置される環形の回転ジャーナルベア
リングと、シャフトの周囲と同心に配置され回転ジャーナルベアリングの軸方向端部に隣
接して配置されジャーナルベアリングと対向するダンパーの一端部に拡大直径部を有する
環形の回転スクイーズフィルムダンパーと、シャフトハウジング内に放射方向に配置され
ダンパーを連結してダンパーが空洞部内で回転、軸方向移動を防止するスラストピンと、
ダンパー拡大直径部内に同心に配置されダンパー拡大直径部と連結され内径面に沿って溝
を有しベアリング部材の外径部の変位を吸収するベアリングの外側レースと、シャフト外
径部の周囲に同心に配置され外径面に沿った肩部を有しベアリング部材の内径面の変位を
吸収するベアリングの内側レースと、ベアリングの内側レース及び外側レースとの間に配
置される複数のベアリング部材と、シャフトハウジング内に配置され且つベアリングの外
側レースの周囲に同心に配置されるスラスト部材と、シャフトハウジングとコンプレッサ
バックプレートとの間に配置されスラスト部材に隣接する軸方向面と接触する軸方向に対
向した面を有しタービンハウジングへ向けられたシャフトスラスト負荷をスラスト部材へ
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伝達する密封グランドとを包有し、コンプレッサハウジングへ向けられたシャフトスラス
ト負荷がベアリングの内側レース及び外側レースとの角度接触によりベアリング部材によ
ってダンパーへ伝達されスラストピンによりスラスト負荷が吸収されてなる内燃機関用タ
ーボチャージャ。
【請求項２】
　タービンハウジングと、コンプレッサバックプレートが付設されたコンプレッサハウジ
ングと、タービンとコンプレッサハウジングとの間に配置されるシャフトハウジングと、
シャフトハウジングを貫通して延び一端部にタービンハウジング内へ延びるタービンを有
し反対端部にコンプレッサハウジング内へ延びるコンプレッサを有するシャフトと、シャ
フトハウジングを貫通して延びる空洞部内に配置されるベアリング装置とを備え、ベアリ
ング装置はタービンと隣接するシャフトの周囲に同心に配置される環形の回転ジャーナル
ベアリングと、回転ジャーナルベアリングの軸方向端部と隣接しシャフトの周囲に同心に
配置されジャーナルベアリングと対向する一端部に拡大直径部を有する環形のスクイーズ
フィルムダンパーと、シャフトハウジング内に半径方向に配置されダンパーと連結してダ
ンパーが空洞部内で回転すること及び軸方向に移動することを防止するスラストピンと、
ダンパー拡大直径部内に同心に配置されダンパー拡大直径部と連結され内径面に沿って溝
を有しベアリング部材の外径部の変位を吸収するベアリング外側レースと、シャフト外径
部の周囲に同心に配置され外径面に沿って肩部を有しベアリング部材の内径面の変位を吸
収するベアリングの内側レースと、ベアリングの内側レース及び外側レースとの間に配置
される複数のベアリング部材と、シャフトハウジングとコンプレッサバックプレートとの
間に配置されダンパーの隣接する軸方向面と接触する軸方向に対向する面を有しスラスト
負荷面を形成する密封グランドとを包有し、コンプレッサハウジングへ向けられたシャフ
トスラスト負荷がベアリングの内側レース及び外側レースとの角度接触によりダンパーへ
ベアリング部材により伝達されスラストピンにより吸収され、タービンハウジングへ向け
られたシャフト負荷は密封グランドによりダンパーへ伝達されスラストピンにより吸収さ
れてなる内燃機関用ターボチャージャ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
この発明はターボチャージャのロータ、特にターボチャージャ内の回転シャフトを支承す
るために使用されるベアリングロータ装置に関する。
【０００２】
（背景技術）
ガソリン及びジーゼルの内燃機関用のターボチャージャは、内燃機関を出る排気ガスの熱
及び流れを使用して、吸気エア流を圧縮即ち昇圧し内燃機関の燃焼室へ送る装置として当
業者には知られている。更に詳述するにエンジンから出る排気ガスはターボチャージャの
タービンハウジング内に送られ、排気ガスにより駆動されるタービンがハウジング内で回
転される。排気ガス駆動のタービンはシャフトの反対側端部に装着された放射流コンプレ
ッサと共通のシャフトの一端部に装着されている。タービンが回転するに伴い、エアコン
プレッサが排気ハウジングから分離されたターボチャージャのコンプレッサハウジング内
で回転される。エアコンプレッサが回転すると、エアがコンプレッサハウジングに吸入さ
れ、所定量圧縮即ち昇圧され、その後エンジン燃焼室内で燃料と混合され燃焼される。
【０００３】
タービンとコンプレッサとの間を延びる共通シャフトはベアリング装置を含むターボチャ
ージャの中央ハウジングを貫通して配設され、ベアリング装置により（１）シャフトが容
易に回転され、（２）軸方向のシャフトスラスト効果及び放射方向のシャフト振動が制御
され、（３）回転中のシャフトに必要な潤滑が与えられ摩擦効果及びその関連する摩耗が
最小にされる。ターボチャージャに使用される共通シャフトは６０，０００～８０，００
０ｒｐｍ台の回転速度を有していることは知られている。このような動作条件下では、ベ
アリング装置が示されるに対し潤滑を与え高速回転速度で生じる大きな摩擦効果を最小化
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してシャフトの耐用寿命を延ばすことが絶対条件である。
【０００４】
ターボチャージャシャフト用として当業者に周知のベアリング装置には、高速シャフト回
転を吸収するローラーベアリング及びボールベアリングが含まれる。一方このようなボー
ルベアリングまたはローラーベアリングのみを使用するベアリング装置は車両のターボチ
ャージャに対して所望の使用寿命を与えることができないことが判明した。当業者に周知
のターボチャージャ用の他のベアリング装置はスリーブベアリングを使用している。この
スリーブベアリングはその設計上実際のレベルのシャフト不平衡を許容できず、不平衡に
より引き起こされる共振振動を除去できず、この不平衡は回転中のターボチャージャシャ
フトの特性であるので、このような用途には好ましくないことが判明している。更にこの
スリーブベアリングはこのような高速でのシャフト不平衡を吸収できず、オイル膜の破損
及び金属間接触を引き起こし、シャフト耐用寿命を減少させることは周知である。
【０００５】
これらの従来のベアリングシステムの欠点を克服すべく、ローラーあるいはボールベアリ
ングシステムを含む固定ハウジングと回転中のシャフトとの間に配置されるフリーフロー
ト型のブッシュ形のベアリング装置が構成された。フリーフロート型のブッシュに関連す
るローラーあるいはボールベアリングシステムの使用は、所望のレベルの潤滑をシャフト
に対し与え、且つ高速回転での回転中のシャフトにより引き起こされる振動を吸収するよ
うに構成される。このベアリングシステムはまたスラストベアリング面を使用してシャフ
トの回転中の軸方向移動を制御している。
【０００６】
例えば米国特許第４，６４１，９７７号には摩擦防止ローラーベアリングを備えるベアリ
ングシステムが開示され、ローラーベアリングはフルフローティング型スリーブと協動し
回転中のターボチャージャシャフトを支承する。更に詳述するに、ベアリングシステムは
一体一部材で、長手の円筒状外側ベアリング面を有した外側レースを備え、このベアリン
グ面はターボチャージャハウジングとのインターフェース部における潤滑膜上で回転可能
に支承され得る。外側レースはその一端部においてフルフローティングスリーブと協動し
反対端部においてローラーベアリングと協動する。ローラーベアリングはシャフトの周囲
に同心に配置された内側レースと外側レースとの間で配置される。ローラーベアリングと
隣接する外側レースの端部はスラストベアリングの固定装置部材を構成し外側へ突出する
面を含む。シャフトはローラーベアリングとフルフローティングスリーブとの間において
装置内で回転する。
【０００７】
ターボチャージャシャフト用として要求される過度の潤滑及び制動要件を満足する上述し
たベアリングシステムは周知であるが、その設計及び構成は費用効率の良い製造及び組立
てにし得ない問題がある。更に詳細にはターボチャージャの製造に関するコストを低減す
るため、特注部品ではなく低コスト部品をターボチャージャ内に使用できることが望まし
い。
【０００８】
従ってターボチャージャに使用できるベアリング装置が、（１）動作条件下で回転中のタ
ービンシャフトの潤滑条件を満足し、（２）動作中振動するタービンシャフトに対し必要
な制動を与え、（３）回転中スラスト面がタービンシャフトの軸方向移動を制御し、（４
）１つあるいは複数の低コスト部品を用いてターボチャージャ部品のコストを低減するよ
うに構成されることが望ましい。
【０００９】
（発明の開示）
本発明により構成されたターボチャージャのロータ及び低コストボールベアリング装置に
は、（１）固定ターボチャージャのシャフトハウジングベアリング装置の空洞部内に同心
に配置され且つタービンシャフトの外径部の周囲に同心に配置される環形回転ジャーナル
ベアリングと、（２）回転中のジャーナルベアリングの一端部と隣接した空洞部内に配置
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され且つタービンシャフトの周囲に同心に配置される円筒状スクイーズフィルムダンパー
と、（３）空洞部内に配置されダンパーと接続して空洞部内でダンパーの軸方向及び回転
移動を防止するスラスト（回転防止）ピンと、（４）タービンシャフトの周囲に付設され
る外側レースとダンパー端部内に配置されるボールベアリングの外側レースとの間に配置
される低コストボールベアリングとが含まれる。本発明のベアリング装置は動作条件下で
タービンシャフトを潤滑し、回転中のタービンシャフトにより引き起こされる振動を制動
し、動作中特別構成のベアリングを使用する必要がなく低コストの角度接触ボールベアリ
ングを用いてタービンシャフトの軸方向のスラスト移動を制御するように機能する。
【００１０】
本発明のベアリング装置は高速度（例えば６０，０００～８０，０００ｒｐｍ）で回転す
るシャフトを有する任意の種類の高速装置に使用可能であるが、特に内燃機関と共に使用
するターボチャージャ内での用途に好適である。ターボチャージャに使用される場合、ベ
アリング装置はターボチャージャのシャフトハウジング内において回転中の共通シャフト
の周囲に配設され、共通シャフトの一端部はターボチャージャタービンハウジング内に配
置されるタービンに付設され、他端部はターボチャージャコンプレッサハウジング内に配
置されるコンプレッサに付設される。
【００１１】
本発明の詳細及び特徴は以下の説明及び図面によりより明確に理解されよう。
【００１２】
（発明を実施するための最良の形態）
図１を参照するに、低コストのベアリング装置１０を有する第１の実施形態としてのター
ボチャージャのロータが固定ターボチャージャの中央のシャフトハウジング１４を貫通し
て延びるベアリング装置空洞部１２内に配置される。タービン・コンプレッサの共通シャ
フト１６が空洞部１２内を軸方向に貫通して延びる。タービン１７は図１の右側に示すシ
ャフト１６の一端部に付設され、コンプレッサ１８は図１の左側に示すシャフト１６の反
対端部に付設される。
【００１３】
図１の右側から左側へ移動するベアリング装置１０はタービン側のデュアルフィルムの回
転ジャーナルベアリング２０を有し、回転ジャーナルベアリング２０は空洞部１２内に同
心状に且つ外側シャフト直径部２２の周囲と同心に配置される。回転ジャーナルベアリン
グ２０はこのような用途に使用されてきた材料で作られ、シャフト１６のタービン側と隣
接する空洞部１２内に配置される環形リング状にできる。回転ジャーナルベアリング２０
は軸方向に延びる面２４を有し、面２４は半径方向内側へシャフト１６へ向って移動する
ようテーパ付けされ、面２４は隣接する軸方向シャフト面間の接触面積を最小にしてこれ
らの隣接面間で摩擦及び摩耗効果を最小にするように構成される。
【００１４】
ジャーナルベアリング２０はまた、空洞部１２から外側シャフト直径部２２へ半径方向に
貫通して延びる１あるいは複数の潤滑流路２６を有する。ジャーナルベアリングの潤滑流
路２６はシャフトハウジング１４を経てオイル流路２８と流体連通して潤滑油の回転中の
ジャーナルベアリング及びシャフトへ移動を容易にし、特に隣接空洞部と回転中のジャー
ナルベアリング面との間と、隣接回転中のジャーナルベアリングと外側シャフト直径面と
の間の両方での移動を容易にすべく配置される。ジャーナルベアリングが空洞部内で回転
するよう構成されるのでシャフトに潤滑を与えることに加え、回転中のジャーナルベアリ
ングと空洞部との間を潤滑することが望ましい。ジャーナルベアリングの外径の大きさは
、シャフトの外径部が容易に回転できるように設定される。
【００１５】
環形スクイーズフィルムダンパー３２は全体として円筒形状を有し、空洞部１２内を同心
に配置される。ダンパー３２はジャーナルベアリング２０と隣接して配置される一端部３
４から空洞部のコンプレッサ端部へ向い空洞部を貫通して軸方向に延びる。ダンパー３２
は空洞部１２内に適合する大きさの外径を有する軸方向に延びる壁３６を有し、ダンパー
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の内径はジャーナルベアリングの内径より大きいので、ダンパーとシャフト外径との間で
潤滑油を容易に流動でき、シャフト回転中その間の振動吸収潤滑膜が形成される。ダンパ
ーはこのような用途で従来使用されていた材料から作ることができる。
【００１６】
ダンパーは空洞部のコンプレッサ端部と隣接するダンパー壁３６の一部を半径方向に貫通
して延びる穴３８を有する。穴３８は内部のスラストピン４０の変位を吸収するために与
えられる。スラストピン４０がシャフトハウジング１４内に半径方向に配置され、スラス
トピン４０の端部４２は、ターボチャージャ動作中且つシャフト回転中空洞部内でダンパ
ー３２が軸方向に移動すること、あるいは回転することを防止するために、ダンパーの穴
３８内に配置される。スラストピン４０は潤滑油をシャフトハウジングからダンパーへ且
つシャフト外径部へと容易に移動させるように構成された中央流路４４を有する。空洞部
１２はダンパーの壁３６の周囲を円周方向に延びる拡大直径部４６を有し、拡大直径部４
６はシャフト回転中ダンパーを冷却する目的で内部の潤滑油を収容するように設けられる
。
【００１７】
ダンパー３２は端部２４と対向し空洞部のコンプレッサ端部と隣接するダンパー壁３６の
一端部に拡大直径部４８を有する。拡大直径部４８はコンプレッサへ向い所望距離だけ軸
方向へ延びる、拡大直径部４８の内径はダンパー壁３６より大きい。ダンパーの拡大直径
部４８は内部のベアリング部材の外側レースの変位を吸収するように形成される。ダンパ
ーの拡大直径部４８は軸方向に対向する面を有し、この面は空洞部の軸方向に対向する相
補的面５０に対し配置され、相補的面５０は半径方向外側へ延びる空洞部の壁部により区
画されるコンプレッサ１８と隣接する。ダンパー壁３６はその肩部を貫通しダンパー壁部
とダンパーの拡大直径部４８との間に形成される潤滑油流路５２を有する。潤滑油流路５
２は潤滑油がスラストピンの中央流路４４からシャフトの外径部２２へ、特に以下に説明
する空洞部内に配置されるベアリング部材へ容易に流動するように構成される。ターボチ
ャージャの動作中、潤滑油はスラストピンの中央流路４４から潤滑油流路５２を経て回転
中のシャフト１６及びベアリング部材へと流動する。
【００１８】
スラスト部材５４シャフトハウジング１４内の溝５６に嵌入し、ダンパーの拡大直径部４
８の周囲と同心に配置される。スラスト部材５４は環形リング状であり、ダンパーの拡大
直径部４８の軸方向面を超えて延び、隣接する密封グランド部と接触する軸方向端部５８
を有するように構成される（これについては以下に更に詳述する）。
【００１９】
シャフト１６はダンパーの拡大直径部４８内に同心に配置される縮小直径部６０を有する
。ボールベアリングの内側レース６２はシャフトの縮小直径部６０の周囲と同心に配置さ
れる。内側レース６２はその外径部面に沿う肩部６４を有し、肩部６４は直径部の内側の
ベアリング部材、例えばボールベアリングの変位を吸収する形状を有する。内側レースの
肩部６４は角度接触によりベアリング部材を介しコンプレッサへ向けられるシャフトスラ
ストを伝達するように構成される。ベアリングの内側レース６２の軸方向面はタービン方
向へ向き、縮小直径部へのシャフトの遷移部に形成された肩部に対し配設される。
【００２０】
ボールベアリングの外側レース６６はダンパーの拡大直径部４８内に同心に配置されその
内径面に沿い円周方向に延び、内部のベアリング部材の軸方向変位を吸収し制限する溝６
８を有する。ベアリングの外側レースは全体として環形リングのように成形され、ダンパ
ーの拡大直径部４８内にプレス嵌めされて、ターボチャージャの動作中軸方向に固定され
維持される。ベアリングの外側レース６６は第１の軸方向端部と第２の軸方向端部を有し
、この第１の端部はダンパーの肩部に隣接する軸方向面に配設され、第２の端部はダンパ
ーの拡大直径部４８の終端部に当接される。
【００２１】
低コストボールベアリングとしての複数のベアリング部材７０がベアリングの内側レース
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６２とベアリングの外側レース６８との間に配置される。ベアリング部材７０はこのよう
な用途では当業者には周知の従来の材料から作られ、単一部材としてのベアリング部材の
保持器７２により共に集合配置されて、一体のベアリング部材・保持器装置が形成される
。ベアリング部材７０はベアリングの内側レースの外径部に沿って形成された肩部６４に
より内径部面に沿い、且つベアリングの外側レースの内径部に形成される溝６８により外
径部に沿って支承される。このように構成され、ターボチャージャの動作中シャフトによ
って伝達されるロータスラストはベアリングの内側レース及びベアリングの外側レースの
両方によりボール部材のある角度での接触部を経てボール部材により伝達される。例えば
タービンからコンプレッサへ伝達されるシャフトスラストは内側レースとの接触部を介し
ベアリング部材へ伝達され、ベアリング部材自体は更にスラストを外側レース及びダンパ
ーへ伝達する。ダンパーへ伝達されたシャフトスラストは軸方向ダンパー及びシャフト動
作を制限するスラストピンにより吸収され制御される。
【００２２】
環形密封グランド７４はベアリングの内側レース６２と隣接するシャフト１６の一部の周
囲と同心に配置される。密封グランドはコンプレッサバックプレート７６とシャフトハウ
ジング１４との間を軸方向に配置され、且つコンプレッサバックプレートとシャフトハウ
ジングとの間を付設することにより、その間を軸方向に固定される。密封グランドは軸方
向に対向する面７８を有し、面７８はスラスト部材５４の軸方向に対向する面に対し配置
され一対のスラスト面を与える。ダンパーの拡大直径部４８とベアリングの外側レース６
６の両方の軸方向端面は密封グランドの軸方向に対向する面７８と接触する距離だけ十分
に軸方向に延びておらず、ここではスラスト面を形成しない。この点に留意して、コンプ
レッサからのスラスト負荷はシャフトにより密封グランドへ伝達され、更に密封グランド
の軸方向に対向する面７８との接触によりスラスト部材へ伝達される。スラスト部材５４
はシャフトハウジング１４内の固定軸方向の変位によりスラスト負荷を吸収するよう機能
する。密封グランド７４はグランドの外径部周囲の円周方向に配置された環形密封リング
８０を有し、密封リング８０は隣接するグランドのコンプレッサバックプレート面間に配
置され、その間が漏洩のないよう密封される。
【００２３】
本発明の第１の実施形態としてのベアリング装置の一特徴はシャフトからコンプレッサへ
のスラスト負荷をダンパーへ伝達し、そこで特注または複雑なベアリングあるいはスラス
ト負荷装置を必要とすることなくスラスト負荷を吸収できる低コストボールベアリングを
使用することにある。更に詳述するに、ベアリング装置の構成により、タービンからのシ
ャフトスラスト負荷がシャフトからベアリング部材とベアリングの内側及び外側レースと
の間のある角度をもって接触部を介しダンパーへ伝達され、そこでスラストピンにより吸
収され制御可能である。本発明の第１の実施形態としてのベアリング装置はまた、コンプ
レッサからのシャフトスラスト負荷が密封グランドとシャフト空洞部との間に配置される
密封グランド及びスラスト部材間のスラスト面を介し伝達され、そこでスラスト部材によ
り吸収され制御されるように計けられている。
【００２４】
図２は本発明の低コストベアリング装置８２を備えた第２の実施形態としてのターボチャ
ージャロータを示す。第２の実施形態としてのベアリング装置８２は第１の実施形態のベ
アリング装置と同一の以下の主要な構成部品、シャフト８４、回転中のジャーナルベアリ
ング８６、スクイーズフィルムダンパー８８、ベアリング内側レース９２、ベアリング部
材９４、及びベアリング外側レース９６を備える。第１の実施形態と第２の実施形態のベ
アリング装置の間の唯一の相違は、密封グランド９８の構造、及び密封グランドと他のベ
アリング装置部品との間に形成され、タービンへ向けられたシャフトスラスト負荷伝達を
吸収するスラスト面の構成にある。
【００２５】
第１の実施形態と異なり、第２の実施形態のベアリング装置８２は軸方向に対向する端部
１０２を有するダンパー拡大直径部１００を備え、端部１０２は隣接する密封グランドの
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軸方向に対向する面１０４と接触するに十分な距離、軸方向にに突出して、対をなす第１
のスラスト負荷面を形成する。ベアリング外側レース９６はまた軸方向に対向する面１０
６を有し、面１０６は隣接する密封グランドの軸方向に対向する面１０４と接触して、対
をなす第２のスラスト負荷面を形成する。第１及び第２のスラスト負荷面の対の設計及び
存在により、第２の実施形態のベアリング装置が別個のスラスト部材を必要とすることな
く構成可能である。タービンに向けられたシャフトのスラスト負荷は密封グランド９８か
ら第１及び第２のスラスト負荷面の対を介しダンパーへ伝達され、そこでスラストにより
吸収され制御される。従ってスラスト部材５４を設けてタービンへ向うシャフトスラスト
荷重を吸収し、スラストピン４０を設けてコンプレッサへ向うシャフトスラスト荷重を吸
収する図１の第１の実施形態のベアリング装置と異なり、図２の第２の実施形態のベアリ
ング装置はスラストピンを設けて両軸方向へのシャフトスラスト荷重を吸収し制御する。
本発明の第２の実施形態としてのベアリング装置の他の構成及び特徴は図１に示し上述し
たものと同一であることは理解されよう。
【００２６】
ターボチャージャの動作中及びシャフトの回転中、本発明の両実施形態のベアリング装置
は以下のように機能する。回転中のジャーナルベアリングは共に潤滑油をシャフトへ送り
、空洞部内でより少ない回転をしている間シャフト及び隣接するタービンの回転運動が行
われる。ダンパーはシャフトとダンパーの内径部との間に薄い潤滑油膜を形成し、シャフ
トを潤滑しシャフトの半径方向振動を流体により制動するよう機能する。ダンパーはまた
潤滑油をシャフトハウジングからベアリング部材へ送るよう機能する。スラストピンは潤
滑油をダンパー及びベアリング部材へ供給し、またダンパーが空洞部内で回転することあ
るいは軸方向にに移動されることが防止されるよう機能する。ベアリングの外側レース、
低コストベアリング部材及びベアリングの内側レースにより、低コストボールベアリング
がコンプレッサへ向けられたシャフトスラスト負荷をダンパー及びスラストピンへ伝達し
、そこで吸収し制御可能である。ベアリング装置の第１の実施形態では、ターボチャージ
ャへ向けられたシャフトスラスト負荷がコンプレッサバックプレートとシャフトハウジン
グとの間に配置され、ダンパーとは分離されたスラスト部材へ伝達されてスラスト部材に
より吸収される。ベアリング装置の第２の実施形態では、タービンへ向けられたシャフト
スラスト負荷がダンパーへ伝達され、コンプレッサへ向けられたシャフトスラスト負荷を
吸収し制御するために使用される同一のスラストピンにより吸収される。
【００２７】
本発明を特許法に従うように詳細に説明したが、ここに開示した特定の実施形態の変更物
及び置換物も当業者には理解されよう。この設計変更は本発明の技術的範囲内にある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は本発明の原理に従い作成された第１の実施形態としてのターボチャージ
ャベアリング装置の側断面図である。
【図２】　図２は本発明の原理に従い作成された第２の実施形態としてのターボチャージ
ャベアリング装置の側断面図である。
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